


子どもたちは、私の声かけで大きく変化します。やる気が何倍、何十倍に
なるときがあったり、逆にやる気がなくなる時があったり…。そんなかかわ
りの中で、子どもたちは日々成長していきます。「子どもたちにどうやって
声かけをしよう」「授業をどんな風に組み立てたら面白いかな」…そんなこ
とを考えながら過ごす日々は、とても充実しています。
思ったようにいかず、悩むこともたくさんありますが、親身に相談に乗っ

てくれる同僚の先生方に支えられ、子どもたちに全力で向き合うことができ
ています。
子どもたちには、感謝の気持ちでいっぱいです。みんなの笑顔にいつも助

けられています。笑顔溢れるクラスを作るために、これからもがんばります。

学生時代に出会った素敵な先生方に憧れ、教師になりあっという間に３年
が経ちました。
私は生徒たちの「わかった！」「できた！」という表情が大好きです。
「わからない…」と困っていた生徒が、授業中や個別でのかかわりを通して
わかるようになっていく姿を見ると、私も嬉しくなります。また、生徒から
「英語っておもしろい！楽しい！」と言ってもらえると、更にやりがいを感
じます。生徒たちは想像しているよりも多くの力を秘めていて、勉強面だけ
でなく、生徒会活動など様々な場面で活躍しがんばっている姿を見られるこ
とも教師の魅力だと思います。
私自身まだまだ未熟で迷ったり悩んだりしますが、周りの先生方と協力し
学び続けることで、生徒と一緒に成長し続ける教師でありたいと思います。

教科指導や進路指導など様々な場面で生徒とかかわりますが、できなかっ
たことができるようになったときの生徒の様子を見ると、私自身も嬉しくな
り、とてもやりがいを感じます。
授業では「うまくいかなかったな…」と思うこともありますが、同僚の先

生方が授業の進め方について真摯に相談に乗ってくださり、時にはユーモア
も交えながら励ましをいただいています。また、私も同僚の先生方の授業を
見学させていただいたり、授業の準備に試行錯誤を重ねた結果、生徒が「な
るほど！」「できるようになった！」などの反応をしてくれることが増えて
きました。
今後もいろいろな方々と協力しながら、生徒とともに私自身も成長してい

けるように日々努力を続けていきたいと思います。

保健室には、様々な理由で生徒が来室します。養護教諭は、いつ、だれが、
どんな用件で来室しても、心身ともに健康に学校生活を過ごすためにサポー
トすることが大切だと思います。
しかし、一人ひとり背景が異なる生徒の対応を養護教諭１人で担うことは

できません。生徒たちが保健室、教室、家庭等で見せる顔はそれぞれちがい
ます。そのため、多様な視点から見た生徒の様子を先生方と共有し、「チー
ム学校」として一人ひとりの支援ができるように心がけています。
職場で「どんな時でも短期的または長期的に生徒のためになっているの

か？という視点を持ってかかわることが大切だ。」と教えていただきました。
この視点を忘れずに、今後も生徒とともに成長していきたいです。
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教員として求める人物像

採用試験の主な変更点

教育に対する情熱と使命感をもつ人
子どもに対する愛情や教育者としての責任感が強く、常に子どもの人格と個性を尊重した指導がで
きる人

専門的知識・技能に基づく課題解決能力をもつ人
常に自己研鑽に努め、子どもとともに課題に取り組む創造性、積極性、行動力をもつ人

自立した社会人としての豊かな人間性をもつ人
優れた人権感覚と社会人としての良識に富み、組織の一員として関係者と協力して職責を果たし、
子どもや保護者との間に深い信頼関係が築ける人
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［２］大学３年生等も第１次選考試験の受験が可能になります！
小学校教諭を希望する大学３年生等について、第１次選考試験の受験を可能とします。
大学３年生等で第１次選考試験に合格した受験者については、次年度に実施される令和８年度三重県公立学校教
員採用選考試験（小学校教諭）の第１次選考試験のすべてを免除します。

［３］第１次選考試験の免除対象を常勤講師等へも拡大します！
令和６年度三重県公立学校教員採用選考試験の第１次選考試験に合格した常勤講師等対象
令和６年度三重県公立学校教員採用選考試験において、申込と同じ校種・教科等の第１次選考試験に合格し、かつ
令和６年４月から令和７年度三重県公立学校教員採用選考試験第１次選考試験の実施日までの期間に、三重県内の
公立学校等において、常勤講師等として任用される予定がある方は、令和７年度三重県公立学校教員採用選考試験
の第１次選考試験のすべてを免除します。

令和７年度三重県公立学校教員採用選考試験により育児休業等代替任期付講師等となった方対象
令和７年度三重県公立学校教員採用選考試験により育児休業等代替任期付講師等となった方については、３年間
（令和７年４月１日から令和10年３月31日まで）育児休業等代替任期付講師等として名簿登載することとし、名簿登
載期間中、名簿登載と同じ校種・教科等における三重県公立学校教員採用選考試験の第１次選考試験のすべてを免
除します。

問い合わせ

三重県教育委員会事務局 教職員課 制度・採用・免許班
〒514-8570 三重県津市広明町１３番地 三重県庁７階
Tel：059-224-2959 Fax：059-224-3040

三重県教員採用のウェブサイト
https://www.pref.mie.lg.jp/KYOSYOK/HP/index.htm

三重県教員採用のＸ（旧Twitter）
https://twitter.com/mie₋kyousai

三重県教員採用のInstagram
https://www.instagram.com/mie_kyousai/

ウェブサイト Ｘ（旧Twitter）

［１］日程が約１か月 早くなります！

試験の日程をこれ
までより約１か月早
め、第１次選考試験を
６月１５日（土）に、第
２次選考試験も７月
中旬から下旬に実施
します。

Instagram 始めました！

詳細は三重県教員採用のホームページおよび４月上旬公表予定の令和７年度
教員採用選考試験実施要項をご覧ください。

Instagram



教えて！三重県教員採用について 
 

Ｑ１：申込の手続きについて教えてください。 

Ａ１：原則、インターネットを利用した電子申請です。詳細は４月上旬に発表する令和７年度教員採用選考試験の実施要

項をご確認ください。 

Ｑ２：初任校は出身地から遠くのところへの赴任になると聞いたのですが、実際はどうなのですか。 

Ａ２：配置については「出身地及び生活の本拠地への配置は行わないことを原則とする」としていますが、事情がある場

合は近隣市町への配置を行う場合もあります。 

Ｑ３：給与や勤務条件について教えてください。 

Ａ３：大学または短大を卒業後すぐに採用の場合、給与は次のとおりです。（参考：令和５年４月）   
 

 

 

 

 

 

 

 

※上記の他、通勤、扶養、住居、期末・勤勉等の諸手当が支給されます。 

    注１）特別支援学校の「教職調整額」には給料の調整額を含みます。  

    注２）採用までに職歴等のある方は、その内容・期間に応じて初任給が決定されます。 

・勤務時間は、原則８時３０分～１７時（月曜日～金曜日）です。 

・休暇として、年間２０日（採用１年目は１５日）の年次有給休暇の他、結婚休暇（７日）、産前産後休暇（各８週）等の 

特別休暇があります。また、出産後、子が３歳になるまで育児休業を取得することができます。 

・福利厚生として、健康管理、生涯生活設計などの事業を行っています。このほかにも教員の生活の安定と福祉の 

向上を図るために、公立学校共済組合や公立学校職員互助会等と協力して様々な事業を行っています。 

Ｑ４：新規採用者をフォローするために、どんな研修がありますか。 

Ａ４：採用内定後に、「採用前研修」として動画視聴やWeb会議システムによる研修を実施しています。この研修では、

４月からの具体的な職務や社会人としてのマナーについての講義を校種別・職種別に行い、勤務前の不安感を取

り除いています。 

   また、採用後に初任者を集めた「初任者研修」を実施しています。この研修では、授業づくりや児童生徒理解等につ

いて学ぶとともに、初任者同士が日頃の悩みを出し合い、情報交換等も行っています。もちろん、その他にも教員

の力量を高めるための研修がたくさんあります。 

Ｑ5：プライベートも大切にしたいのですが、長く働き続けることができますか？ 

Ａ5：三重県の学校でも働き方改革を進めております。全ての学校で、定時退校日の設定、部活動休養日の設定、会議

時間の短縮といった取組を進めています。さらに、スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカー、部活動指

導員、教育相談員、スクール・サポート・スタッフといった専門人材・地域人材の活用にも取り組んでいます。また、

三重県教育委員会では、「仕事も子育てもみんなで応援！」を合言葉に、「仕事」にも「子育て」にもがんばる職員を、

みんなで応援する職場づくりを目指しています。教職は他の職種と比べて途中退職する人が少なく、長く働き続け

られる仕事です。 

Ｑ６：加点についてですが、どのような場合に加点されるのですか。 

Ａ６：例えば、令和６年度三重県公立学校教員採用選考試験（令和５年度実施）においては、小学校教諭を受験する場 

合、小学校教諭に加えて中学校教諭の普通免許状も所有（取得見込を含む）していると、申請により加点を得るこ

とができます。複数の教員免許状を所有している場合の他にも、さまざまな加点がありますが、校種・教科により

要件が異なります。詳しくは、実施要項をご確認ください。 

Ｑ７：三重県は講師経験をしないと合格できないと先輩が言っていましたが、本当ですか。 

Ａ７：そのような事実はありません。新卒・既卒を問わず、選考基準を満たす人の中から、三重県の求める人物像にあう

人を採用見込数の範囲内で合格としています。ただし、講師経験を積まれた人を対象とした特別選考を実施して

おり、直近５年間で３６月以上常勤講師等の経験、または、前年度１次試験合格の人が現在常勤講師であることを

申込の資格要件としています。（令和６年度採用選考試験実施要項より） 

Ｑ８：過去の試験問題や解答は、どこで入手することができるのですか。 

Ａ８：過去に実施した試験問題は、実施後５年間、次の場所で閲覧できます。 

   三重県情報公開・個人情報総合窓口（土曜・日曜日、祝日及び年末年始を除く） 

      （津市栄町１丁目954  三重県栄町庁舎１階/TEL 059-224-2073）  

 

義務教育等

給料月額 教職調整額 教員特別手当

大学卒 229,000 9,160 11,193 2,600 251,953
短大卒 209,000 8,360 10,215 2,300 229,875
大学卒 229,000 9,160 11,193 2,600 251,953
短大卒 205,900 8,236 10,064 2,200 226,400
大学卒 229,000 19,465 11,677 2,600 262,742
短大卒 205,900 17,501 10,499 2,200 236,100

（単位：円）

地域手当 合計

小中学校

高等学校

特別支援学校

初任給


